
 http://www.senshunkai.or.jp/ http://www.senshunkai.or.jp/

ISO9001：2015認証取得

発行責任者：菊地 孝三

（2024 年 10 月 1 日発行）2024年10月号 Vol. 81

（3rdG:Ver.2.0）

理　念 （3つの使命）
１. 患者・利用者の自立を支援し、良質な医療・看護・介護を提供する。
２. 仕事に誇りと責任を持ち、社会人としての向上を目指す。

３．事業の充実により、住民の健康増進と地域社会の発展に寄与する。

基本方針　（５つの志）
１. 優しい心を基本とする。  ２. 医療と介護の相互充実を基本とする。  ３. 疾病・障害を一体的に把握し、総合的な医療・介護サービスの提供を基本とする。

４. 良好な療養環境の維持並びに向上を目指す看護・介護を基本とする。    ５. 互いの立場を理解し、尊重しあう職場づくりを基本とする。

元武家屋敷「へき亭」の紅葉（京都府亀岡市）元武家屋敷「へき亭」の紅葉（京都府亀岡市）元武家屋敷「へき亭」の紅葉（京都府亀岡市）元武家屋敷「へき亭」の紅葉（京都府亀岡市）
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　9月に入り、残暑が厳しい日も続いております
が、これから爽秋の候になることを願っておりま
す。そして秋の気配が漂い始める季節の変わ
り目、どうぞご自愛頂き、皆様におかれましては、
実り多き秋となりますようにお過ごし頂きたいと
思っております。

　2023年4月に千春会病院　透析センター
長・腎臓内科 医長へ就任させて頂き、早いも
ので1年半が経過しようとしております。就任し
て常々感じていることは、当法人が地域に根差
した医療・看護・介護の提供を目指しており、多
職種で協力し合うことでより質の高いサービス
に繋がるということです。
『せんしゅん  2024年7月号』で当法人の
副理事長である菊地三弥先生が「地域包括医
療病棟」の役割について記載しておりました
が、その役割を再認識する中で、当透析セン
ターが乙訓地域の皆様に、いかに貢献出来得
るのかを再考する機会ともなりました。
　まず、血液透析を導入されるご年齢、現在血
液透析を施行している方の平均年齢は、年々
上昇しており、ご自宅へ直接の退院が難しく、
維持透析を含めた包括的なケアが必要な状
態・状況が多々生まれてきております。そのよう
な中で、いかにに介護施設、訪問診療・看護・
リハビリなど多施設・多職種の方 と々透析セン
ターで連携し、包括的に診ていく体制を構築す
るのかが重要となってきていると考えておりま
す。ご自宅もしくはご自宅の代わりとなる施設へ
の退院を目標とするために、綿密に連携を取
り、ご本人様・ご家族様にとってベストな選択が

可能となるように心がけております。
　その一環として、今後は血液透析だけでは
なく、腹膜透析にも更に注力していきたいと考
えております。透析治療をまずは腹膜透析から
始める“PDファースト”だけではなく、透析医療
の終末期のひとつの手段として、患者さんの生
活の質(QOL)を高められるような“PDラスト”を
選択出来る環境作りにも尽力して行きたいと考
えております。当病院には、腹膜透析認定看護
師9名が所属しており、当病院・近隣の基幹病
院・介護施設の連携を強化し、より良い選択肢
の一つとして挙げられるように取り組んで参り
ます。
　また、同時に慢性腎臓病から血液浄化療法
に至らないための取り組みも必要不可欠です。
そのため、慢性腎臓病の病期を進行させない
ための生活習慣病に対する取り組み、また、慢
性腎臓病による合併症への対策を各診療科と
も連携を取り、乙訓地域の慢性腎臓病に対す
る医療に貢献出来るよう微力ながらお力添えを
させて頂き、日々精進して行きたいと思っており
ます。

　最後になりますが、現在、新たな透析室の増
築の準備に取り掛かっており、開設した際は、
維持透析のベッド数が１１床増える予定となっ
ております。
　これからも、より多くの患者様をお受け入れ
出来るように医療体制を構築していき、「良質な
医療」を提供するべく邁進してまいります。引き
続き、皆様方のご理解、ご鞭撻を受け賜ります
ようお願い申し上げます。

乙訓地域の
慢性腎臓病治療における当院の展望
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デイサービスセンター 岡崎（仮称）デイサービスセンター 岡崎（仮称）
京都市左京区岡崎に新規開設京都市左京区岡崎に新規開設

新規事業所 令和７年１月オープン 予定新規事業所 令和７年１月オープン 予定ご報告

　外傷に伴う軟骨損傷について、再生医療として自分の軟骨を培養して
増やして体に戻す自家培養軟骨移植が保険適応となっています。
　　膝関節鏡検査で軟骨の欠損が4cm2以上と確認された場合、体重の
かからない部分から軟骨を0.4gだけ採取し、外部に委託して（★）軟骨を
培養します。4週間後に最大約15cm2分の培養軟骨が完成し、手術で膝を
切開して移植します。術後は4週間の免荷が必要で、両松葉杖歩行で過ご
します。移植した軟骨が十分な強さとなるには半年～1年かかります。
　関節の痛み等でお悩みの方は、適した治療法についてお気軽にご相談
下さい。

京都市左京区岡崎入江町44
京都市バス  バス停「岡崎道」より  徒歩３分　/　京阪 神宮丸太町駅より  徒歩１５分

利用定員
【 76 名】

1F

2F

32名

午前 44名
午後 44名

通常型デイサービス
（定員32名）  ７時間利用1階

昼食、入浴、レクリエーション、機能訓練
等をご提供します。また、医療処置対応
等を必要とされる方は看護師が対応さ
せて頂きます。

機能訓練特化型デイサービス
（午前44名/午後44名）　各３時間利用2階

午前と午後のいずれか、ご利用時間をお選び頂けます。専門
職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）による身体能力評
価に基づいて、リハビリ機器等を用いた機能訓練（パワーリ
ハビリ、有酸素運動）に注力したサービスを提供いたします。

TOPICS 外科・整形外科の診療時間が追加されます外科・整形外科の診療時間が追加されます
１０月１日より　原田 豪人 医師　水曜　午後診（診療14：00～15：30）開始   原則予約制

千春会病院  
075-954-2175★当院ではJ-TEC社（TEIJINグループ）

お知らせお知らせ 再生医療について  自家培養軟骨移植（保険適応）

　千春会では、この度、京都中央信用金庫 旧岡崎支店の店舗
跡をお借りして、「千春会デイサービスセンター岡崎（仮称）」を
「岡崎（京都市左京区）」に開設する運びとなりました。近隣には
平安神宮、ロームシアタ―京都、京セラ美術館、閑静な住宅街
等、歴史的な場所も多く、丸太町通りに面した立地の良い場所
です。
　こちらは、通常型と機能訓練特化型を併せ持つデイサービス
として、介護福祉士、看護師の他にセラピスト（理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士など）を配置しております。
　時間も1階（7時間利用）、2階（3時間利用）と提供サービス時間を選択できるようにしておりますので、
皆様のニーズに合わせていただくことが出来ます。

　皆さまが慣れ親しんだ地域で、いつまでも活き活き過ごしていただけるよう、お一人おひとりに添った
適切なサービスを提供してまいります。
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地域の方々を支えるために

地域の方々を支えるために

重傷者への対応に努める
医師・看護師・スタッフ

災害対策本部にて理事長、院長等の責任者が集められた情報を把握して指示

大規模災害に備えて大規模災害に備えて
災害医療救護訓練実施　千春会病院災害医療救護訓練実施　千春会病院
　今年は元旦から大規模な地震災害に見舞われ、いつ
どこで起こるかわからない災害の怖さをあらためて
認識しました。
　千春会では、地震や火災、台風や事故などの大規模
災害時に備え、食料備蓄や井水確保、自家発電等の設
備をはじめ、毎年、大規模災害対策訓練を行っていま
す。今年も限られた医療資源で最大の医療が提供でき
るよう、実際の災害発生時さながらの真剣な訓練を行
いました。緊急事態下で適切に医療提供するためには
「トリアージ（※）」を意識することが大切です。
　今回は、過酷な医療状況下で、医師、看護師、コメ
ディカルが協力しあいながら、次々と来院する方々の
病態変化に対応していく様子を見学したいと、乙訓保
健所、新河端病院からも来られました。

　災害発生が館内放送で告げられ、停電を
想定した暗い中、藤原院長を災害本部長と
して災害対策本部が設立されました。すぐに
懐中電燈やヘルメット等を含む医療備品等
が配布され、全職員が自身の安全を確保し
つつ、各自の役割をしっかり遂行します。入
口付近には病態を振り分けるトリアージゾー
ンを設置。指定の場所に重症度に応じた赤
（重症）、黄（中等症）、緑（軽傷）の対応ゾーン
が形成されます。法人職員が患者さん役とな
り次々来院する中、トリアージされた方は、職
員の誘導で車いすや徒歩で指定の場所に移
動します。
　各ゾーンでは、病態を慎重に確認しながら
の治療が行われ、急変した患者さんは適切

訓練開始

病態が共通
認識できる
よう、識別で
きるトリアー
ジ・タッグを
使います。

トリアージとは
災害や事故などで同時発生した大量の負傷
者に対して、限られた医療資源（医療スタッ
フ、医療機器、薬品等）で、一人でも多くの傷
病者に対して最善の治療を行うために、診療
前に患者の重症度に基づいて、治療の優先度
を決定することをいいます。
（参照「大辞林」）

なゾーンへ送られま
す。迅速かつ正確さが
求められる救急治療で
すが、落ち着いて判断
し、治療が行われます。
　刻々と変化する状況や情報は、全て本部
に集約され壁のシートに記載されます。
　張り詰めた空気の中、医師も看護師も全
ての職員が真剣に対応する姿は、臨場感あ
ふれる訓練となりました。
　実際には、さらに難しい状況もあると思い
ますが、毎年、繰り返される訓練からの学び
は多く、一つ一つ改善点を積み重ね、どのよ
うな時も迅速に適切に対応できるよう、しっ
かり体制を整えてまいります。

トリアージ（※）について
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より良質な医療・看護・介護の提供を目指し

小規模保育園 アトリエ保育園
0才～2才 定員19名 0才～5才 定員60名

がんばって踊る子どもたちに手拍子で応援
（上）館内放送で高齢者の方々に
マイクでメッセージを話す子どもたち
（下）101歳の方へプレゼントをお渡し

保育・高齢複合施設では、敬老の日に高齢者と子どもたちが楽しく交流できるイベントを開催し
ました。同じ施設内に「保育園」と「介護老人保健施設や特別養護老人ホーム、デイサービス」
等が運営されている複合施設ならではの良さを生かしたイベントです。

高齢者と子どもたちのふれあい時間

外来満足度調査を実施いたしました
医師はあなたに敬意を払い、礼儀正しく対応しましたか

医師はあなたの不安や要望に耳を傾けましたか

看護師はあなたに敬意を払い、礼儀正しく対応しましたか

看護師はあなたの不安や要望に耳を傾けましたか

待ち時間に関してはいかがでしたか

検査・治療などに関して、医師はあなたが
理解できるように説明をしましたか

★今回の調査結果につきましては、概ね満足度の高い結果となりました。不満の回答が約半数となりました待ち
時間に関しましては、関係部署で検討をし、改善を図ってまいります。今後ともご意見・ご要望がございました
らお気軽にお申し出ください。満足度調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。

満足 やや満足 やや不満 不満

69.0%

68.1%

67.9%

  72.3%

70.4%

27.3%

26.1%

26.3%

   25.2%

25.8%

2.2%

4.6%

4.6%

1.3%

3.4%

1.7%

1.3%

1.3%

1.3%

0.4%

11.8% 34.7% 36.5% 17.1%

敬老の日 イベントで楽しく交流

　可愛らしい２歳児さんが、衣装を着てお遊戯
をしたり、歌を歌って頑張りました。楽しいサン
バの曲やご高齢の方が知っている曲が流れる
と、皆さんも楽しそうに手拍子したり、ニコニコ
しながら見守ったり、ほのぼのした時間が流れ
ました。最後は、子どもたちが高齢者の方々の
周りを楽しそうに回っていきます。たくさんの
子どもたちと触れ合う時間は、活き活きした空
気に包まれて、笑顔があふれて止まりません。

きらら保育園

　体調不良でお部屋から出られない高齢者さん
のために、館内放送を利用して、子どもたちが大
きな声で歌を歌い、元気にメッセージを伝えまし
た。「おじいちゃん、おばあちゃん、また一緒に遊
ぼうね」「大好きだよ、元気でいてね」と可愛い
声が館内中に響きました。次はデイサービスの
高齢者の方にお手製のプレゼントを渡しに２階
へ移動。皆さんと手をつ
ないだり、お話したり。
　高齢者の方々も「かわ
いいね～」「いくつ？」と
手を握りながら満面の笑
みが溢れました。

ご報告
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今号表紙は京都府亀岡市「旧 へき亭」の庭の木々。江戸幕府の旗本、津田
藩の代官を務めた「日置（へき）家」の屋敷です。築300年超の建物、広大
な敷地、時代を示す門、門前の古道は京へと続く道。ここは、多数の名だ
たる映画やTVの時代劇で登場する撮影場所でも有名です。屋敷内には、
二条城登城時の籠や弓の日置流祖とされる日置家ならではの弓がかけら
れ、江戸時代にタイムスリップしたかのよう。時代の流れの中、屋敷に住ま

う人は変われども、木々や古道は変わらずに春には芽吹き、秋には色づき、
地域の方々の日常に彩を添えます。
千春会もこれからさらに未来へ進みながら、初心をつなぎ、地域貢献への
想いを根底に、より一層の深みを増してまいります。時代の重みをまとい
つつ、新たなる枝葉を広げ、今に輝くこの大木のように…。（弘）

表紙写真：元・乙訓医師会会長 七岡先生 ご提供
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ふれあい看護体験　（１日）ふれあい看護体験　（１日）

龍谷大学大学院　文学研究科　
臨床心理学専攻　学外実習（計８回）
龍谷大学大学院　文学研究科　
臨床心理学専攻　学外実習（計８回）

手術機器の操作を体験中の高校生

ケースカンファレンスにも参加する院生

看護師を目指す可愛らしい高校生は、
看護協会が募集した看護体験に来院

千春会では、年間を通じて様々な実習や
体験を受け入れています。

　明るい笑顔の高校生が看護体験に来られました。まずは、ラウンドに同
行。その後、手術室（清浄度クラス100）に移動して、手術看護専門看護師
より、手術看護師の仕事について学び、実際に手術で使用する機器等を操
作してもらいました。その後、管理栄養士から説明を受けながら「とろみ、き
ざみ等」形状の違う食事を試食。午後からはリハビリ科で松葉杖、車いす体
験の後に、病棟で患者さんと会話をしてもらいましたが、とても丁寧で患者さ
んに好評でした。

　千春会病院では、公認心理師が入院、外来、訪問において心理支援を展開しています。患者さんの背景
や精神的な要因を掘り起こし、心理的アプローチを行う等、困難事例の解決や改善に尽力しています。
現在、龍谷大学大学院 文学研究科 臨床心理学専攻 学外実習施設としてのご依頼を受諾しており、公認心
理師を目指す大学院生を年間で数回、受け入れています。今回は２か月計８回の実習となりました。
　公認心理師を目指す大学院生からは、「病院での勤務と言えば通所精神科あるいは心療内科、内科併設
への入職や実習が通常イメージですが、私は、多職種連携による心理的アプローチが出来る病院を希望して
いたので合致しました。心理的に行動動機を深く掘り下げている点、個人支援の際に多職種連携の中で心理
士という専門職の役割など意識することが出来ました。あと少しで実習は終わりますが、チームアプローチで
重要な役割を担う職種だと認識しながら研修を受けています。」といった声を聞くことが出来ました。
　当院で、早くから取り組んで来たことの本質を認識してくれたようで、千春会の経験を今後に活かしていた
だければと思います。

　明るい笑顔の高校生が看護体験に来られました。まずは、ラウンドに同
行。その後、手術室（清浄度クラス100）に移動して、手術看護専門看護師
より、手術看護師の仕事について学び、実際に手術で使用する機器等を操

「手術の機械が正確に確認するので、現代的だと思った。患者さ
んの食器や食事内容がすごく考えられていて、味もおいしかっ
たです。高齢の方、長く介護される方が多くなるのでサポートし
なければならないが、ご高齢の方と話をすることも難しかった。」




